
■

■



■



■

■



4. 硫黄酸化細菌の生育阻害剤による劣

化防止の試み

コンクリ ー トの腐食に関与する微生物に関して

は現在まで多数の記載があるが， コンクリ ー ト腐

食の防止を主目的にした応用的研究は比較的少な

い。 Dueckerらは， サルファ ー セメントに添加

し たB ー ナフト ー ルやセレニウムの硫黄酸化

細菌に対する増殖阻害作用について 2
I)• また，

Emmelは， 下水パイプの生物的腐食を 阻害する

試薬について報告している 2 2
) 0 

硫黄酸化細菌による下水構造物の劣化状況を詳

細に観察したところ， コンクリ ー トに比べてステ

ンレス材の損傷が僅かなことに疑問を感じた。 こ

写真1 嗅露状況

の原因として， 重金属による硫黄酸化細菌の生

育阻害を疑い確認のため曝露試験を行った。 使用

した薬剤を表2に示す。 薬剤の添加濃度はセメン

トに対して2, 10, 20wt%とした。 モルタルは

水／セメント比=O.5, 砂／セメント比=2. 0, 供

試体の寸法は4 X 4 X 16cmとした。 曝露状況を

写真1に示す。

曝露試験を行った汚泥槽の硫化水素濃度は約50

,...,_.,80ppmであった。 曝露試験2年目の結果につ

いてはニッケルの阻害効果が顕著であることを先

に報告した 2
3) 。5.5年間曝露したときの重量減少

率を図2に， 腐食深さを図3に示す。 なお， 未硬

化と記した配合はモルタルが硬化しなかったもの

である。 重量減少の要因としては劣化による損

耗乾燥によるものが考えられる。 また， 重量増

加の要因としては硫酸との反応によるものが考え

られる。 表から明らかなように， 有機系殺菌剤

銅， 酸化銅， ニッケル， 酸化ニッケルによる防蝕

効果が顕著である。 図4にニッケルを添加した場

合と無添加の カルシウムと硫黄のEPMAを示

す。 腐食による大きさの違い， 無添加のカルシウ

ムの溶脱と硫酸の侵入が明確に確認できる。

5. 腐食コンクリ ー トより単離した硫黄

酸化細菌のニッケルによる生育阻害

第4節の結果を明らかにするために下水遣施設

表2 使用混和剤一覧
種 類 名 称 比 重 性 状 備 考

有 イ ‘ ド 系 1. 7 白 色 微 粉 末 毒性LD 50
=9, OOOmg/kg 

機 チオシアネ ー ト系 1. 7 白 色 粉 末 毒性LD 50
= 2, 900mg/kg 

系 イソ フタロ系 0. 75 類白色微粉末 毒性LD 50>l0, OOOmg/kg 
銅 8. 9 赤色 微 粉 末

酸 化 銅 6. 4 黒 色 微 粉 末
無

ツ ケ ル 8. 8 灰白色微粉末
酸化ニ ッ ケル 7. 0 灰黒色微粉末

機 ス ズ 7. 3 銀白色微粉末
酸 化 ス ズ 6. 9 白 色 微 粉 末

系 鉛 11. 3 銀白色微粉末
酸 ィヒ 鉛 9. 3 黄褐色微粉末
酸化コバルト 6. 2 灰緑色微粉末

無添加

16 BIO INDUSTRY 

■



■

■





■

■






